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狩野川の堤防の詳細点検

これまでの堤防整備 これからの堤防整備

○堤防の量的整備の実施
・これまでは、堤防がない区
間での築堤、幅や高さが不
足している区間での拡幅や
嵩上げを優先的に実施。
・一方、過去に築造された堤
防は、戦後十分な管理がで
きずに急遽造られたことなど
から、十分な強度を有しない
ものもあると考えられる。

○堤防の点検の実施
・既存堤防の安全性を確認
するため、平成１４年度か
ら浸透に対する安全性の
調査を狩野川の国管理区
間のうち、49.1kmの既設堤
防を対象に実施。
・この結果、狩野川国管理
区間の既設堤防区間のう
ち19.2km(39%)において、
堤防強化が必要。

○質的強化の計画的な
推進
・堤防の点検結果を踏まえ、
堤防の安全性が不足してい
る箇所については、流下能
力の確保を目的とした量的
整備ともバランスを図りなが
ら質的強化を進める予定。

・また、質的強化の実施ま
での間、効果的な水防活動
の推進を図るため、堤防詳
細点検結果を水防管理団
体等と共有化。

堤防の点検
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浸透による破堤のメカニズム
《浸透による破堤のメカニズム》
河川の水位が高い状態が長時間続くと、堤防内の水位も
上昇し、堤防の中に水の通り道が形成される。この水の通
り道が、徐々に拡大すると、水とともに堤防の土が流れ出
し、堤防が崩れることとなる。

平成１３年９月 台風１５号出水 大規模漏水箇所の事例

砂質層

粘土層

砂は水を通しやすい

粘土は水を通しにくい

基礎地盤からの漏水

基礎地盤からの漏水

堤防からの漏水

（参考１）
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浸透に対する検討の調査フロー
土質調査

ボーリングによる土質調査

外力として与える雨の降り方、点検地点における水位の波形を設定

降雨特性調査 洪水波形調査

標準貫入試験
現場透水試験
サンプリングによる土質試験

浸透流計算

浸透に対する安全性照査の手順

実物大堤防における浸透実験結果の浸透流計算による検証例

5) ６)

（参考２）
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狩野川上流部は、すべり破壊、浸透破壊に対し、
危険な区間が多く存在する。

狩野川中流部は、主に浸透破壊に対して危険
な区間が点在する。

狩野川本川の下流部は、三面張り構造となっ
ている区間が多く、すべり破壊、浸透破壊に
対して比較的安全である。

黄瀬川は、すべり破壊、浸透破壊に対し、危
険な区間が多く存在する。

点検対象延長 49.1ｋｍ
要対策延長 19.2ｋｍ

（39％）


